
平
成
十
七
年
四
月
か
ら
「
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、
個
人

情
報
保
護
法
）
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
と
は
名
前
や
生
年
月
日
、

住
所
な
ど
、
個
人
が
誰
で
あ
る
か
を
特

定
で
き
る
す
べ
て
の
情
報
を
指
し
て
い

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
発
達
に
よ
り

大
量
に
デ
ー
タ
を
高
速
で
や
り
取
り
で

き
る
現
代
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
国

は
平
成
十
五
年
五
月
に
個
人
情
報
保
護

関
連
法
案
を
交
付
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
寺
院
（
宗
教
法
人
）

も
「
個
人
情
報
取
り
扱
い
事
業
者
」
と

さ
れ
て
い
ま
し
て
、

①
個
人
情
報
を
当
事
者
の
了
解
を
得
て

適
正
に
所
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
所
得
し
た
情
報
を
特
定
さ
れ
た
目
的

以
外
に
は
使
っ
て
は
な
ら
な
い
。

③
漏
え
い
を
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ど
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
法
律
に
違
反
す
れ
ば
六

カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
十
万
円
以

下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
。

具
体
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
は
、

①
過
去
帳
…
利
用
目
的
の
限
定
（
年
回

案
内
、
回
向
供
養
）。
問
合
わ
せ
が

あ
っ
て
も
閲
覧
は
不
可
。
他
の
方
法

で
開
示
す
る
。
公
開
は
絶
対
に
不
可
。

永
久
保
存
。

②
現
在
帳
…
利
用
目
的
の
限
定
（
行
事

案
内
、
自
宅
案
内
）。
本
人
の
部
分
は

閲
覧
可
。
業
務
上
、
不
要
な
も
の
は

削
除
廃
棄
す
る
。

③
檀
信
徒
名
簿
…
利
用
目
的
の
限
定

（
行
事
案
内
）
本
人
の
部
分
は
閲
覧

可
。
業
務
上
、
不
要
な
も
の
は
削
除

廃
棄
す
る
。
機
関
紙
等
発
送
委
託
を

第
三
者
に
す
る
と
き
は
十
分
に
注
意

す
る
こ
と
。

④
墓
石
簿
…
死
者
に
関
係
あ
る
者
以
外

へ
の
閲
覧
は
不
可
。
ま
た
、
原
簿
だ

け
で
な
く
、
個
人
名
の
記
さ
れ
た
墓

石
も
個
人
情
報
に
あ
た
る
。

⑤
年
回
表
…
原
簿
だ
け
で
な
く
、
年
回

の
書
き
出
し
な
ど
も
個
人
情
報
に
あ

た
る
。
公
表
す
る
こ
と
を
事
前
に
明

示
し
て
お
く
こ
と
。

⑥
寄
付
名
簿
…
原
簿
だ
け
で
な
く
、
寄

付
者
の
書
き
出
し
な
ど
も
個
人
情
報

に
あ
た
る
。
公
表
す
る
こ
と
を
事
前

に
明
示
し
て
お
く
こ
と
。
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
い
つ
、
ど
ん
な
理
由
で
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
る
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
年

回
忌
法
要
の
書
き
出
し
な
ど
、
当
然
の

情
報
を
発
す
る
場
合
に
も
注
意
を
払
う

べ
き
で
、
寺
院
規
則
や
内
規
に
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と

も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、

こ
の
よ
う
な
内
容
を
盛
り
込
む
こ
と
が

必
要
で
し
ょ
う
。

①
寺
院
は
檀
信
徒
の
個
人
情
報
の
保
護

を
図
る
こ
と
。

②
寺
院
の
所
有
す
る
個
人
情
報
は
宗
教

活
動
及
び
そ
れ
に
付
随
す
る
行
為
以

外
に
は
用
い
な
い
こ
と
。

③
宗
教
活
動
以
外
に
使
用
す
る
場
合
に

は
本
人
の
了
解
を
得
る
こ
と
。

④
情
報
の
開
示
請
求
が
あ
っ
た
場
合
は

法
の
定
め
る
範
囲
内
に
お
い
て
こ
れ

に
応
じ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
第
三

者
へ
情
報
が
漏
え
い
す
る
危
険
性
が

あ
る
場
合
に
は
こ
れ
に
限
ら
な
い
こ

と
。

⑤
寺
院
が
情
報
管
理
を
徹
底
し
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
盗
難
な
ど
第
三

者
の
不
正
な
行
為
に
よ
る
情
報
漏
え

い
に
つ
い
て
は
責
任
を
負
わ
な
い
こ

と
。

以
上
は
例
で
す
が
、
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
に
関
す
る
明
確
な
規
約
を
事
前

に
定
め
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

こ
の
注
意
事
項
は
『
正
法
輪
・
第
56

巻
11
号
（
平
成
18
年
11
月
号
）』
に
掲
載

し
た
文
章
を
、
抜
粋
・
修
正
し
再
掲
載

し
た
も
の
で
す
。
い
ま
だ
、「
身
元
調
査
」

に
か
か
わ
る
事
件
は
後
を
絶
た
ず
、
宗

教
界
に
お
い
て
も
過
去
帳
閲
覧
な
ど
に

関
し
た
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。「
結

婚
差
別
」
や
「
就
職
差
別
」
な
ど
、
偏

見
に
よ
る
差
別
・
排
除
を
引
き
起
こ
す

「
身
元
調
査
」
は
人
権
侵
害
で
す
。
現
在

で
は
個
人
情
報
の
取
得
が
制
限
さ
れ
て

い
る
た
め
、
寺
院
か
ら
情
報
を
得
よ
う

と
す
る
調
査
会
社
も
あ
る
よ
う
で
す
。

「
身
元
調
査
」
な
ど
の
個
人
情
報
の
悪
用

に
よ
る
人
権
侵
害
に
、
無
自
覚
の
う
ち

に
協
力
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
今

一
度
、
具
体
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
見
直

し
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
意
識
を
も
つ
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
理

由
の
如
何
を
問
わ
ず
過
去
帳
や
そ
れ
に

類
す
る
も
の
を
直
接
、
部
外
者
に
閲
覧

さ
せ
る
こ
と
自
体
、
個
人
情
報
管
理
の

上
で
問
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
身
元
調

査
を
目
的
と
し
な
い
場
合
で
も
、
情
報

の
取
り
扱
い
は
慎
重
に
お
願
い
し
ま
す
。

《
教
学
部
教
学
課
・

人
権
擁
護
推
進
本
部
》

個
人
情
報
保
護
法
に
関
す
る

宗
教
法
人
（
住
職
）
の
注
意
事
項


